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第

六

部

会

信
徒
が

教
え

を

担
う

条
件

　

−
日
蓮
宗
不
受

不
施
派
と

入

道

−
田

　
中

久

美

子

　

本
発
表
の

目
的
は
、

清
僧
（
正

式
な
僧
侶
）

が

不

在
と
な
っ

て

い

る
日

蓮
宗
不
受
不
施
派
に

お

い

て、

「

般
の

信
徒
で

あ
っ

た
人
々

が
ど

う
い

っ

た

形
で

清
僧
の

役
割
を
は

た
す
よ

う
に

な
る

の

か

を
明
ら
か

に

す

る

こ

と

で

あ
る

。

具
体
的
に

は
、

「

入
道
」

と

い

う

役
割
に

注
目
し、

千

葉
県
A

寺
と
そ
の

信
徒
を
研
究
の

対
象
と

し
た

。

　

信
徒
が

寺
に

関
わ
る

よ

う
に

な

る
一

つ

の

き
っ

か

け
と

し
て

は
、

講
社

長
や

婦
人
会
な

ど

の

役

割
が

ま
わ
っ

て

く
る

こ

と

が

あ
る

。

こ

れ

ら
の

役

割
は

年
齢
が

高
い

順
番
に

平
等
に

ま

わ
る

こ

と
に

よ

っ

て
、

信

徒
と

寺
と

の

つ

な
が

り
を
つ

く
り
だ
し、

信
徒
は

そ
の

研
修
会
に

お

い

て

お

経
の

と

な

え

方
や
数
珠
の

持
ち

方
な
ど
の

宗
教
的
作
法
を

身
に

つ

け
て

い

く
。

そ

し
て

、

こ

の

よ

う
な

寺
と

の

関
わ

り
を

も
っ

て

後
に

信
徒
の

中
か

ら

入
道

が

選

出
さ
れ
て

い

く
。

　

清
僧
が

存
在
し

な

い

た

め、

法
会
や

葬
儀
な
ど
の

儀
礼
は
住
職

代
務
を

中
心
に

し
て

行
わ
れ
て

い

る
。

入

道
と

法
務
係
は

区
別
さ

れ
て

お

り
、

入

道
を

数
年
経
験
し

た

人
の

中
か

ら

法
務
係
に

任
命
さ

れ
る

人
が
で

る
。

A

寺
の

信
徒
で

平
成
二

〜
一

七
年
ま

で

に

入
道
得

度
し
た

人
は
（
故
人
も

含

む
）
、

四

〇
代
→

人、

六

Q
代
四

人、

七

〇
代
五

人、

八

〇
代
三

人
と

な

っ

て

い

る
。

高
齢

者
が
多
く

、

健
康
な
ど
を
理
由
と
し
て

つ

と

め
ら
れ

な

い

人
も

出
て

く
る

た
め、

近

年、

入
道
に

な
れ
る

の

は
七
〇

歳
以
下
と

定

め

ら

れ
た

。

A
寺
に

は
現

在
、

男
性
一

三

名
と

女
性
］

名
が

入
道
と
し

て

名
前
が

あ
る

。

　

入
道
は

三

年
に
一

度
信
徒
の

中
か

ら

選
出
さ

れ

る

が
、

住
職
代
務
や

主

な

役
員
が

相
談
を

し

て

本
山
に

申
請
し

、

本
山
で

認
め

ら
れ

れ

ば

そ
の

信

徒
は

入
道
に

な
る

こ

と
が

で

き
る

。

そ

し

て、

推
薦
さ

れ
る

基
準
は

主
と

し
て

次
の

よ
う
で

あ
っ

た
。

一
、

推
薦
さ

れ

る

人
の

親
や

祖
父
母
が

入

道

で

あ
っ

た

か
。

二
、

講
社
長、

婦

人

会
長、

役
員
な
ど

の

役
割
に

お

い

て、

熱
心
に

そ
の

役
目
を

は
た

し
た
か

。

三
、

人

柄
が

優
れ

て

い

る

か
。

四、

地
域
の

た
め

に

は

た

ら

い

た
か

。

こ

の

選
出
基

準
は、

戒
名
の

つ

け

方
と

も

重
な
っ

て

く
る

。

不
受
不
施

派
で

は、

死

後
よ
い

戒
名
が
も
ら
え

る

か

ど

う
か

は
、

生

前
、

寺
に

つ

く
し

た
か

ど

う
か

で

決
ま
る

の

だ
と

い

う
。

　
し
か

し
な

が

ら、

「

入

道
に

な
る

に

は

覚
悟
が

必

要
だ
」

と

い

う。

そ

の

理

由
は、

入
道

得
度
し
た

か

ら

と

い

っ

て
、

入
道
に

対
し

て

特
別
な

研

修
は

行
わ
れ

ず
、

本
山
と

の

関

係
も

希
薄
で

あ
る

か

ら

で

あ

る
。

そ

の

上、

現
在
動
い

て

い

る

寺
に

関
わ

る

よ

う
に

な

る

シ

ス

テ
ム

で

あ
る

と、

講
社

長
に

な

る

の

が

五
〇

歳
前
後
で

、

役
員、

入

道
に

な

る

の

は

そ

れ

よ

り
も

後
で

あ
る

こ

と

か

ら、

ど

う
し

て

も
そ

れ

を

担
う
世
代
が

限
定
さ

れ

や
す
く、

上
の

世
代
か

ら
の

宗

教
的
な

作
法
や
考
え

方
な
ど
の

伝
達
が
制

限
さ

れ
て

し

ま

っ

て

い

る
。

た
だ
し

、

七

〇
歳
頃
か

ら

寺
に

つ

く
し
て

い

く
と

い

う
こ

と

は
、

こ

の

地
域
の

人
々

の
、

年
を
と
っ

て

か

ら
寺
に

行
く

も
の

だ
と

い

う

感
覚
に

は

そ

っ

て

い

る
。

　
そ

の

た
め、

入
道
得
度
し

た
人
た
ち

は
、

本
山
に

行
っ

た
際
や
A
寺
の
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行
事
の

時
に
、

見
よ
う

見
ま
ね
で

お

経
や

作
法
を
お

ぼ

え

て

い

く
。

そ
し

て
、

法

華
経
な

ど
に

関
す
る
本
を

読
ん

だ

り、

本
山
の

法
務
係
が

と

な
え

て

い

る

お

経
を
録
音
し

た

テ
ー
プ
を
き

い

た
り、

入

道
経
験
者
が

残
し

た

資
料
か

ら

自
ら

学
ん

で

い

く
こ

と
に

よ

っ

て
、

A
寺
を

存

続
さ

せ

て

い

る
。

ま

た
、

そ

う
い

っ

た

覚
悟
を
引
き

受
け
る

こ

と

が

で

き

る

人
々

が

選

出
さ

れ

て

い

る

と

も
い

え
る

。

天
英
院
照
姫
と

法
華
信
仰

　

ー
『

常
泉
寺
文

書
』

を

中
心
に

i長

倉
　
信

　
祐

　
→

、

問
題
の

所
在
　
『

常
泉
寺
文
書
』

（
『

諸
記
録
』

第
八

部
）

は
、

主

に

天

英
院
照
姫
（
徳
川
六

代
将
軍
家
官
正

室）

が

猶
子
の

大
石
寺
二

十
五

世
日

宥
上

人
を

支
援
し
、

大
石
寺一、一

門
建
立
や

独
礼
席
許
可
を

始
め

向
島

常
泉
寺
諸
堂
寄
進
な
ど

天

英
院
の

私

的
な
法

華
信
仰
〔
大
石

寺
信
仰
）

を

伺
う

史
料
類
聚
で

あ
る

。

小

稿
で

は

天

英
院
が

下
関
後、

西

山
本
門
寺
末

上
行
寺
か

ら

大

石
寺
末
常
泉
寺
に

転
院
し
た

背
景
に

検
討
を

試
み

た
。

　一
．
、

天

英
院
と

西
山
本

門
寺
の

関
係
　
大
石

寺
四
十
八

世
日
量
上

人
は

西
山
末
上
行
寺
日

衆
師
の

生
母
が
天

英
院
の

乳

母
で

あ
っ

た

為、

西
山
本

門
寺
十
八

代
臼
順

師
の

代
僧
（
護
持
僧）

と
し

て

江
戸
に

供

奉
し

た

後

「

子
細

有
っ

て
［

（

口

宥
伝）

常
泉
寺
七

代
に

就

任
し

、

天
英

院
も

帰

依

し

た

と

説
示
し

て

い

る
。

大
石
寺
五

十
二

世
囗
霑
上
入
は

天
英
院
が

京
都

で

既
に

大
石

寺
信
仰
に

浴
し

た
と

示

峻
す
る。

近

年
の

先
行
研
究
で

は

石

山
と

丙
山
の

化

儀
化
法
の

差
異
や
ヒ

総
細
草
檀
林
の

学
僧
を
通
じ

て

常
泉

寺
に

転
派
し
た

背
景
が

推
考
さ

れ

て

い

る

が
、

本
末
制
度
の

問
題
点
や
教

化
僧
も
未
詳
で

あ
っ

た
。

そ

こ

で

西
山
が

寺
社
奉
行
へ

宛
て

た

正

徳
年
間

の

『

西
山

本
門

寺
文

書
』

を

検
副
し

た

所
、

日
順
師
が

家
綱
葬
送
の

参
列

を

辞
退
し
、

西
山

十
九
代
日

意

師
も

綱
吉
葬
送
の

参

列
を

断
っ

て

い

た
。

当
時
独
礼
席
寺
院
の

将
軍
送

葬
欠

礼
は

幕
府
に

問
題

視
さ
れ、

徳
川
「

門

に

輿
入
し

た
天
英
院
も
生
家
の

菩
提
寺
に

面
目
を

潰
さ

れ

た

形
と

な
り
西

山
本
門
寺
は
信
頼
を

失
い
、

正
徳
二

年
の

家
宣

薨
去
に

は

招
聘
す
ら

届
か

な
く
な

っ

た
。

故
に

西
山
二

十
代
日
通

師
は

過
去
の

非
礼
を
詫
び

墓
参
を

嘆
願
し

た

が

黙
殺
さ
れ、

正

徳
六

年
に

二

十
一

代
日

観
師
も
参
拝
を
願
っ

た
が

叶
わ

な

か

っ

た
。

西
山
日
順

師
の

対
応
を

前
後
し
大
石
寺
を

本
寺
と

理

解
し

た

天
英
院
は

貞
享
元

年
に

口

衆
師
と

共
に

常
泉
寺
へ

転
派
し

た

と

考
え
ら
れ

る
。

こ

う
し
た
推
論
の

補
足
理
由
と

し
て

常
泉
寺
九
代
日
義
師

が

纏
め

た

「

開
祖
已
来
之
由
緒
舊
記
」

に

家

綱
葬
送
の

関
連
書
状
を
確
認

し
た

。

『

徳

川
実
紀
』

と

照
合
し
た

結
果、

幕

府
は

関
八

州
独
礼
席
寺

院

に

参
列
を

義
務
付
け
た

が
、

当
時
独
礼
席
の

無
い

大
石
寺
や
常
泉
寺
に

招

聘
は

届
か

な

い

た

め
、

当
文
書
は
日
衆

師
が

持
参
し
た
可
能
性
が

高
い

。

四
代
将
軍
家
綱
は

北
山
日
優
師
の

祈
薦
で

生

誕
し
て

以
来、

重

須
を

外
護

し
、

西
山
の

独
礼

席
を

許
す
な

ど

興
門
派
有

縁
の

将
軍
だ
っ

た
。

当
時
不

受
不
施
派
の

影
響
で

幕
府
は

日
蓮
宗
を
監
視
し
悲
田
新
受
派
は

御
禁
制
と

な

り
興
門
派
へ

の

余
派
す
ら

危
ぶ

ま
れ
た

。

こ

れ
を

契
機
に

近
習
が
天

英

院
に

言
上
し
た
結

果
、

日
衆
師
を

通
じ
て

細

草
檀
林
や
常
泉
寺
と

の

通
用

が

深
ま

り
大
石
寺

門
流
へ

帰
依
し

た

と

考
え
ら
れ
る

。

　
三、

日
精
上
入
の

江

戸
表
で

の

指
導
的
地
位
　
天
英
院
改
宗
の

本
源
を

尋
ね

る

限
り、

常

泉
寺
を

大
石
寺
宋
に

導
い

た

大
石
寺
十
七
世
日

精
上
人
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